
(57)【要約】

体内経路を拡張する拡張器。該拡張器は、細長の中空軸

とバルーンとを含み、該バルーンが該中空軸の遠位端に

設けられ、軸の内腔と流体連通している。前記バルーン

は、少なくとも１つの円筒形部分を有している。前記バ

ルーンは、また約１０バールの膨張圧に耐えられる可と

う性の非伸長性材料で形成される。非膨張状態のバルー

ンを軸上に収縮させた場合、軸上のバルーン直径は、膨

張状態の円筒形部分の直径の最大３５％である。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 体 内 経 路 を 拡 張 す る 拡 張 器 で あ っ て 、
（ ｃ ） 内 腔 と 、 近 位 端 と 、 遠 位 端 と を 有 す る 細 長 の 中 空 軸 と 、
（ ｄ ） 前 記 軸 の 内 腔 に 流 体 連 通 す る 前 記 軸 遠 位 端 の バ ル ー ン と を 含 み 、 該 バ ル ー ン が 少 な
く と も １ つ の 円 筒 形 部 分 を 有 す る 形 式 の も の に お い て 、
　 （ ｉ ） 前 記 バ ル ー ン が 、 少 な く と も １ ０ バ ー ル の 膨 張 圧 に 耐 え ら れ る 可 と う 性 の 非 伸 長
性 材 料 で 形 成 さ れ 、
　 （ ｉ ｉ ｉ ） 非 膨 張 状 態 の 前 記 バ ル ー ン を 軸 上 に 収 縮 さ せ た 場 合 、 軸 上 で の バ ル ー ン 直 径
が 、 膨 張 円 筒 形 部 分 の 直 径 の 最 大 ３ ５ ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 体 内 経 路 を 拡 張 す る 拡
張 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 バ ル ー ン が 、 少 な く と も ２ ０ バ ー ル の 圧 力 に 耐 え ら れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 拡
張 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 バ ル ー ン が 、 少 な く と も ３ ０ バ ー ル の 圧 力 に 耐 え ら れ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た 拡
張 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 非 膨 張 状 態 の 前 記 バ ル ー ン が 軸 上 に 収 縮 し た 状 態 で は 、 該 バ ル ー ン の 直 径 が 、 膨 張 状 態
で の 円 筒 形 部 分 の 直 径 の 最 大 ３ ０ ％ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 拡 張 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 非 膨 張 状 態 の 前 記 バ ル ー ン が 軸 上 に 収 縮 し た 状 態 で は 、 該 バ ル ー ン の 直 径 が 、 膨 張 状 態
で の 円 筒 形 部 分 の 直 径 の 最 大 １ ０ ％ で あ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 さ れ た 拡 張 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 バ ル ー ン が 、 最 大 ０ ． １ ｍ ｍ 厚 の 壁 部 を 有 し て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 拡 張 器
。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 バ ル ー ン が 最 大 ０ ． ０ ８ ｍ ｍ 厚 の 壁 部 を 有 し て い る 、 請 求 項 ６ に 記 載 さ れ た 拡 張 器
。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 バ ル ー ン が 、 最 大 ０ ． ０ ５ ｍ ｍ 厚 の 壁 部 を 有 す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 さ れ た 拡 張 器 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 バ ル ー ン が 、 最 大 ０ ． ０ ２ ｍ ｍ 厚 の 基 部 を 有 す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 さ れ た 拡 張 器 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 バ ル ー ン が 、 更 に 円 筒 形 部 分 の 遠 位 に 長 円 形 部 分 を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た
拡 張 器 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 軸 の 直 径 が 最 大 １ ｍ ｍ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 拡 張 器 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 軸 の 直 径 が 最 大 ２ ｍ ｍ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 拡 張 器 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 円 筒 形 部 分 が 、 膨 張 状 態 で 少 な く と も １ ２ ｍ ｍ の 直 径 を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 さ
れ た 拡 張 器 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 円 筒 形 部 分 が 、 膨 張 状 態 で 少 な く と も １ ５ ｍ ｍ の 直 径 を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 さ
れ た 拡 張 器 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 バ ル ー ン が 、 ポ リ エ チ レ ン ・ ペ レ フ タ レ ー ト （ Ｐ Ｅ Ｔ ） 又 は ポ リ ア ミ ド で 形 成 さ れ
る 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 拡 張 器 。
【 請 求 項 １ ６ 】
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　 更 に 、 流 体 を 内 包 す る リ ザ ー バ を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 拡 張 器 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 リ ザ ー バ が 非 圧 縮 性 流 体 を 内 包 す る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 さ れ た 拡 張 器 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 更 に 、 前 記 リ ザ ー バ か ら バ ル ー ン へ 流 体 を 送 る た め の ポ ン プ を 含 む 、 請 求 項 １ ２ に 記 載
さ れ た 拡 張 器 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 ポ ン プ が 、 予 め 定 め た 流 量 又 は 選 択 可 能 な 流 量 で リ ザ ー バ か ら バ ル ー ン へ 流 体 を 送
る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 さ れ た 拡 張 器 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 更 に 、 バ ル ー ン 内 の 流 体 圧 力 を 測 定 す る 圧 力 計 を 含 み 、 か つ ま た 前 記 ポ ン プ が 、 バ ル ー
ン 内 圧 の 予 め 定 め た 又 は 選 択 可 能 な 増 圧 速 度 を 達 成 す る よ う に 、 リ ザ ー バ か ら バ ル ー ン へ
流 体 を 送 る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 さ れ た 拡 張 器 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 ポ ン プ の 流 量 を 遠 隔 制 御 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 さ れ た 拡 張 器 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 更 に 、 前 記 円 筒 形 部 分 の 遠 位 に 球 形 又 は 長 円 形 の バ ル ー ン を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ
た 拡 張 器 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 球 形 又 は 長 円 形 の バ ル ー ン が 内 腔 と 流 体 連 通 し て い る 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 さ れ た 拡
張 器 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 軸 が 、 球 形 又 は 長 円 形 の バ ル ー ン と 流 体 連 通 し て い る 第 １ 内 腔 と 、 円 筒 形 部 分 と 流
体 連 通 し て い る 第 ２ 内 腔 と を 有 し て い る 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 さ れ た 拡 張 器 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 球 形 又 は 長 円 形 の バ ル ー ン が 、 非 膨 張 状 態 の 場 合 に 、 軸 上 に 弾 性 的 に 押 え 付 け さ れ
る 区 域 を 含 み 、 該 区 域 に よ り 遠 位 区 画 と 近 位 区 画 と が 形 成 さ れ 、 該 遠 位 区 画 が 第 ２ 内 腔 と
流 体 連 通 し 、 該 近 位 区 画 は 、 遠 位 区 画 内 の 流 体 圧 力 が 予 め 定 め た 圧 力 以 下 の 場 合 に は 、 第
２ 内 腔 と 流 体 連 通 す る こ と が な い 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 さ れ た 拡 張 器 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 体 内 経 路 が 子 宮 頚 部 、 尿 道 、 血 管 の い ず れ か で あ る 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ２ ５ ま で
の い ず れ か １ 項 に 記 載 さ れ た 拡 張 器 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 体 内 経 路 を 拡 張 す る 方 法 に お い て 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ２ ６ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載
さ れ た 拡 張 器 の バ ル ー ン の 円 筒 形 部 分 を 経 路 内 へ 挿 入 し て 、 バ ル ー ン を 膨 張 さ せ る 段 階 を
含 む 、 体 内 経 路 を 拡 張 す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 経 路 が 、 子 宮 頚 部 、 尿 道 、 血 管 の い ず れ か で あ る 、 請 求 項 ２ ７ に 記 載 さ れ た 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 経 路 が 子 宮 と 連 通 す る 子 宮 頚 部 で あ り 、 前 記 拡 張 器 が 、 円 筒 形 部 分 の 遠 位 に 長 円 形
部 分 を 有 す る バ ル ー ン を 含 み 、 前 記 方 法 が 、 子 宮 内 の 長 円 形 部 分 を 膨 張 さ せ 、 そ の 後 で 子
宮 頚 部 内 の 円 筒 形 部 分 を 膨 張 さ せ る 段 階 を 含 む 、 請 求 項 ２ ８ に 記 載 さ れ た 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 経 路 が 子 宮 と 連 通 す る 子 宮 頚 部 で あ り 、 前 記 拡 張 器 が 、 円 筒 形 部 分 の 遠 位 に 球 形 又
は 長 円 形 の バ ル ー ン を 含 み 、 前 記 方 法 が 、 子 宮 内 で 前 記 球 形 又 は 長 円 形 の バ ル ー ン を 膨 張
さ せ 、 そ の 後 で 子 宮 頚 部 内 の 円 筒 形 部 分 を 膨 張 さ せ る 段 階 を 含 む 、 請 求 項 ２ ８ に 記 載 さ れ
た 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 バ ル ー ン の う ち の １ つ 以 上 が 非 圧 縮 性 流 体 に よ っ て 膨 張 せ し め ら れ る 、 請 求 項 ２ ７
か ら 請 求 項 ３ ０ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 さ れ た 方 法 。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 医 療 器 具 に 係 わ り 、 よ り 詳 し く は 、 体 内 経 路 を 拡 張 す る た め の 拡 張 器 に 関 す
る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 体 内 経 路 、 例 え ば 血 管 、 尿 道 、 頚 部 等 の 拡 張 を 要 す る こ と が し ば し ば あ る 。 例 え ば 頚 部
の 場 合 、 医 療 処 置 時 に 子 宮 腔 内 へ 外 科 器 具 を 挿 入 可 能 に す る た め に 頚 部 の 拡 張 を 要 す る こ
と が あ る 。 該 医 療 処 置 に は 、 流 産 の 処 理 、 自 然 流 産 の 成 就 処 置 、 手 術 時 の 子 宮 鏡 検 査 が 含
ま れ る 。
　 ヒ ト の 子 宮 頚 部 は 、 長 さ ２ ～ ５ ｃ ｍ の 管 状 構 造 物 で あ る 。 こ の 頚 部 は 、 通 常 は 閉 じ ら れ
て い る が 、 直 径 ２ ～ ３ ｍ ｍ の カ テ ー テ ル な ら 、 麻 酔 な し で 女 性 患 者 に 僅 か の 苦 痛 を 与 え る
だ け で 頚 部 内 へ 挿 入 で き る 。 通 常 は 、 １ ０ ～ １ ２ ｍ ｍ 直 径 ま で 頚 部 を 拡 張 す る 必 要 が あ る
。
　 頚 部 拡 張 の 公 知 の 一 方 法 は 、 ヘ ー ガ ル （ Ｈ ｅ ｇ ａ ｒ ） 拡 張 器 を 使 用 す る も の で あ る 。 該
拡 張 器 は 、 実 質 的 に は 金 属 ロ ッ ド で あ る 。 比 較 的 小 口 径 の 拡 張 器 を 頚 部 内 へ 挿 入 し て 、 先
ず 少 し 拡 張 す る 。 次 い で 、 そ の ロ ッ ド を 除 去 し て 、 よ り 僅 か に 口 径 の 大 き い ロ ッ ド を 頚 部
内 へ 挿 入 す る 。 次 い で 、 こ の ロ ッ ド を 除 去 し て 、 こ の 処 置 を 反 復 し 、 そ の 度 に 口 径 の よ り
大 き い ロ ッ ド を 挿 入 し 、 目 標 の 拡 張 が 達 せ ら れ る ま で 続 け る 。 こ の 処 置 は 、 あ る 形 式 の 麻
酔 を 必 要 と し 、 ま た 頚 部 を 傷 つ け る 恐 れ も あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ス タ ブ ス （ Ｓ ｔ ｕ ｂ ｂ ｓ ） に よ る 米 国 特 許 第 ４ ， ６ ２ ４ ， ２ ５ ８ 号 に は 、 マ コ ン ブ （ Ｌ
ａ ｍ ｉ ｎ ａ ｒ ｉ ａ 　 ｊ ａ ｐ ｏ ｎ ｉ ｃ ａ ） の 植 物 茎 を 内 包 す る 挿 入 体 を 含 む 感 湿 式 拡 張 器 が
開 示 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 挿 入 体 が 先 ず 頚 部 内 へ 挿 入 さ れ る と 、 マ コ ン ブ が 頚 部 内 の 水
分 を 吸 収 し て 膨 張 す る 結 果 、 頚 部 が 拡 張 さ れ る 。
　 ま た 、 Ｗ Ｏ ８ １ ／ ０ １ ０ ９ ８ に は 、 膨 張 可 能 な ラ テ ッ ク ス バ ル ー ン を 含 む 頚 部 拡 張 器 が
開 示 さ れ て い る 。 こ の バ ル ー ン は 、 高 圧 に 耐 え ら れ る よ う に 非 弾 性 的 な 材 料 で 形 成 さ れ た
ス リ ー ブ 内 に 収 容 さ れ て い る 。
　 レ イ ニ ン ジ ャ ー （ Ｌ ｅ ｉ ｎ ｉ ｎ ｇ ｅ ｒ ） に よ る 米 国 特 許 第 ４ ， １ ３ ７ ， ２ ２ ２ 号 に は 、
端 部 に 球 根 状 の 拡 大 部 を 備 え た 膨 張 可 能 な バ ル ー ン を 有 す る 膨 張 可 能 な 拡 張 器 が 開 示 さ れ
て い る 。 バ ル ー ン を 膨 張 さ せ る と 、 拡 大 部 が 子 宮 内 で 拡 張 す る 一 方 、 バ ル ー ン の 残 り の 部
分 が 頚 部 内 で 膨 張 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 体 内 経 路 拡 張 す る 拡 張 器 と 拡 張 方 法 と を 提 供 す る も の で あ る 。 拡 張 器 は 、 子
宮 頚 部 の 拡 張 と 関 連 し て 説 明 さ れ る が 、 本 発 明 の 拡 張 器 は 、 他 の 体 腔 、 例 え ば 尿 道 又 は 血
管 に 使 用 す る こ と も で き る 。
　 本 発 明 の 拡 張 器 は 、 遠 位 端 と 近 位 端 と を 有 す る 中 空 の 軸 を 含 ん で い る 。 該 軸 は 、 通 常 、
約 １ ～ ２ ｍ ｍ の 直 径 を 有 し て い る 。 軸 の 遠 位 端 に は 膨 張 可 能 な バ ル ー ン が 備 え ら れ て い る
。 軸 の 内 腔 内 に は 近 位 端 か ら 遠 位 端 へ 向 か っ て 加 圧 流 体 が 流 さ れ 、 バ ル ー ン を 膨 張 さ せ る
。
　 バ ル ー ン は 、 可 と う 性 の 実 質 的 に 伸 長 不 能 な 材 料 で 形 成 さ れ る 。 バ ル ー ン 材 料 は 、 ま た
更 に 膨 張 し た バ ル ー ン が 最 大 １ ０ バ ー ル 、 よ り 好 ま し く は ２ ０ バ ー ル 、 更 に 好 ま し く は ３
０ バ ー ル の 圧 力 に 耐 え 得 る よ う に 選 択 さ れ る 。 バ ル ー ン 壁 部 は 、 バ ル ー ン が 軸 上 に 収 縮 し
た 状 態 で の バ ル ー ン 直 径 が 、 膨 張 時 の バ ル ー ン 円 筒 部 直 径 の 最 大 ３ ５ ％ 、 よ り 好 ま し く は
３ ０ ％ 、 更 に 好 ま し く は ２ ５ ％ と な る よ う に 、 十 分 に 薄 手 に 選 定 さ れ る 。 バ ル ー ン 壁 部 の
厚 さ は 、 好 ま し く は ０ ． １ ｍ ｍ 未 満 、 よ り 好 ま し く は ０ ． ０ ８ ｍ ｍ 未 満 、 更 に 好 ま し く は
ほ ぼ ０ ． ０ ５ ｍ ｍ で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 例 え ば 、 本 発 明 人 は 、 ポ リ エ チ レ ン ・ ペ レ フ タ レ ー ト （ Ｐ Ｅ Ｔ ） 及 び ポ リ ア ミ ド 製 で 膨
張 時 直 径 １ ２ ｍ ｍ 、 壁 厚 ０ ． ０ ５ ｍ ｍ の 円 筒 形 バ ル ー ン が 、 少 な く と も 最 大 １ ４ バ ー ル の
圧 力 に 耐 え 得 る こ と を 発 見 し た 。 円 筒 形 バ ル ー ン が 耐 え 得 る 最 大 圧 力 は バ ル ー ン 壁 厚 に 比
例 し 、 前 記 の 材 料 製 で 、 壁 厚 ０ ． １ ０ ｍ ｍ を 有 す る 膨 張 時 直 径 の バ ル ー ン は 、 最 大 ２ ８ バ
ー ル の 圧 力 に 耐 え ら れ る 。 同 じ よ う に 、 前 記 の 材 料 製 で 、 壁 厚 ０ ． ２ ０ ｍ ｍ を 有 す る 膨 張
時 直 径 の バ ル ー ン は 、 最 大 ４ ２ バ ー ル の 圧 力 に 耐 え ら れ る 。 最 大 １ ０ ｍ ｍ の 膨 張 時 直 径 と
最 大 ０ ． ２ ｍ ｍ の 壁 圧 と を 有 す る 円 筒 形 バ ル ー ン は 、 １ ｍ ｍ 直 径 の 軸 上 に 収 縮 し た 状 態 で
は 、 直 径 が ３ ｍ ｍ 未 満 と な ろ う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 バ ル ー ン は 、 円 筒 形 部 分 よ り 大 き い 直 径 を 有 す る 膨 張 バ ル ー ン の 遠 位 端 に 球 形 の ふ く ら
み を 有 す る よ う に 、 任 意 に 形 成 す る こ と が で き る 。 あ る い は ま た 、 拡 張 器 は 、 円 筒 形 バ ル
ー ン と 、 別 個 の 球 形 ま た は 長 円 形 の バ ル ー ン と を 含 む こ と が で き る 。 遠 位 に 球 形 バ ル ー ン
を 設 け る こ と に よ り 、 バ ル ー ン の 円 筒 形 部 分 を 、 詳 し く 後 述 す る よ う に 、 頚 部 内 に 正 し く
位 置 決 め で き る 。 更 に 、 球 形 バ ル ー ン は 、 等 し い 材 料 、 等 し い 壁 厚 の 円 筒 形 バ ル ー ン に 比
し て 、 ２ 倍 の 圧 力 に 耐 え る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 一 実 施 例 で は 、 拡 張 器 は 、 経 路 の
一 部 を 拡 張 す る た め に 使 用 さ れ る 球 形 バ ル ー ン を 含 ん で い る 。
　 軸 の 近 位 端 は 、 加 圧 流 体 源 に 接 続 さ れ る よ う に さ れ て い る 。 該 加 圧 流 体 は 、 好 ま し く は
非 圧 縮 性 流 体 、 例 え ば 水 又 は 食 塩 水 で あ る 。 該 流 体 は 、 軸 の 近 位 端 か ら 遠 位 端 へ 、 ひ い て
は バ ル ー ン 内 へ 流 体 の 加 圧 に よ っ て 送 入 さ れ る 。 例 え ば 、 流 体 は 、 軸 の 内 腔 と 流 体 連 通 す
る よ う に 配 置 さ れ た シ リ ン ジ に 注 入 さ れ る 。 流 体 は 、 次 い で シ リ ン ジ の ピ ス ト ン を 押 し 込
む こ と で 手 動 式 に 加 圧 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 好 適 実 施 形 式 で は 、 流 体 は 、 電 動 ポ ン プ に よ り 加 圧 さ れ 、 該 電 動 ポ ン プ に よ り 、 予 め
決 め ら れ た 流 量 で バ ル ー ン へ 軸 を 介 し て 送 ら れ る 。 流 測 は 、 患 者 に 苦 痛 を 与 え る こ と の な
い 速 度 で バ ル ー ン が 膨 張 す る よ う に 十 分 に 遅 く 選 択 す る 。 拡 張 器 は し た が っ て 、 患 者 に 麻
酔 を す る こ と な し に 使 用 で き る 。
　 バ ル ー ン は 非 伸 長 性 材 料 製 な の で 、 非 圧 縮 性 流 体 が バ ル ー ン の 膨 張 に 使 用 さ れ る 場 合 、
バ ル ー ン の 体 積 は 、 バ ル ー ン へ 送 ら れ る 流 体 量 に よ っ て 、 い つ で も 決 め ら れ る 。 特 に 、 バ
ル ー ン の 最 大 体 積 は 、 該 体 積 の 流 体 が バ ル ー ン へ 送 ら れ た 場 合 に 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 第 一 態 様 に よ り 、 体 内 経 路 を 拡 張 す る た め の 次 の よ う な 拡 張 器 が
得 ら れ る 。 す な わ ち 、
（ ａ ） 内 腔 と 、 近 位 端 と 、 遠 位 端 と を 有 す る 細 長 の 中 空 軸 と 、
（ ｂ ） 該 中 空 軸 の 内 腔 と 流 体 連 通 す る 、 中 空 軸 遠 位 端 の バ ル ー ン と を 含 む 拡 張 器 に お い て
、 該 バ ル ー ン が 少 な く と も １ つ の 円 筒 部 を 有 す る 形 式 の も の に お い て 、
　 （ ｉ ） 前 記 バ ル ー ン が 、 少 な く と も １ ０ バ ー ル の 膨 張 圧 に 耐 え る こ と の で き る 可 と う 性
の 非 伸 長 性 材 料 で 形 成 さ れ 、
　 （ ｉ ｉ ） 前 記 バ ル ー ン が 非 膨 張 状 態 で 軸 上 に 収 縮 し た 状 態 の 場 合 、 軸 上 で の バ ル ー ン 直
径 が 、 膨 張 状 態 で の 円 筒 部 直 径 の 最 大 ３ ５ ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 拡 張 器 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ２ 態 様 に よ れ ば 、 体 内 経 路 を 拡 張 す る 方 法 が 得 ら れ 、 該 方 法 は 、 本 発 明 に よ
る 拡 張 器 の バ ル ー ン の 円 筒 形 部 分 を 経 路 内 へ 挿 入 し 、 バ ル ー ン を 膨 張 さ せ る 段 階 を 含 ん で
い る 。
　 本 発 明 を 理 解 し 、 本 発 明 が ど の よ う に 実 施 さ れ る か を 知 る た め に 、 以 下 で 好 適 一 実 施 例
を 添 付 図 面 に つ き 説 明 す る が 、 該 実 施 例 は 、 本 発 明 を 制 限 す る も の で は な い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 体 内 経 路 を 拡 張 す る た め の 拡 張 器 を 示 し て い る 。 全 体
を 符 号 ２ で 示 さ れ た こ の 拡 張 器 は 、 近 位 端 ６ と 遠 位 端 ８ と を 有 す る 細 長 の 軸 ４ を 含 ん で い
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る 。 軸 ４ は 、 １ ～ ２ ｍ ｍ の 外 径 を 有 し 、 内 腔 １ ０ を 取 り 囲 ん で い る 。 該 軸 は 、 曲 げ 弾 性 を
有 す る 材 料 、 例 え ば プ ラ ス チ ッ ク 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 ポ リ ウ レ タ ン で 形 成 さ れ て い る 。 軸 ４
の 遠 位 端 ８ に 設 け ら れ た 丸 い キ ャ ッ プ ５ は 、 挿 入 時 の 組 織 損 傷 を 防 止 す る 。
　 軸 ４ の 遠 位 端 に 配 置 さ れ た 膨 張 可 能 な バ ル ー ン １ ２ は 、 実 質 的 に 非 伸 長 性 の 可 と う 性 材
料 で 形 成 さ れ て い る 。 バ ル ー ン １ ２ は 、 図 １ ａ に 膨 張 状 態 で 示 さ れ て い る 。 膨 張 し た バ ル
ー ン １ ２ は 、 概 し て 円 筒 形 の 部 分 ９ を 有 し 、 該 円 筒 形 部 分 は 、 長 さ 約 ６ ｃ ｍ 、 膨 張 状 態 で
の 直 径 約 １ ． ２ ｃ ｍ で あ る 。 こ の 円 筒 形 部 分 は 、 軸 と 同 軸 線 的 で あ り 、 円 形 横 断 面 を 有 し
て い る 。 バ ル ー ン は 、 軸 ４ の 軸 線 に 対 し て 直 角 の 約 １ ５ ｍ ｍ の 軸 線 を 有 す る 長 円 形 部 分 11
 で 終 わ っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ ｂ は 、 非 膨 張 状 態 で の バ ル ー ン １ ２ を 有 す る 拡 張 器 を 示 し て い る 。 バ ル ー ン １ ２ は
、 収 縮 状 態 で 軸 ４ の 周 囲 を 包 ん で い る 。 バ ル ー ン １ ２ の 壁 部 は 約 ０ ． ０ ２ － ０ ． ０ ５ ｍ ｍ
の 厚 さ を 有 し て い る か ら 、 軸 １ １ 上 の 収 縮 バ ル ー ン の 直 径 １ ４ は ３ ｍ ｍ 未 満 で あ る 。
　 バ ル ー ン １ ２ は 、 軸 ４ 上 に 収 縮 し た 非 膨 張 状 態 で 、 拡 張 を 要 す る 経 路 へ 挿 入 さ れ る 。 図
２ は 、 バ ル ー ン が 非 膨 張 状 態 で 子 宮 頚 部 １ ６ に 挿 入 さ れ た 後 の 拡 張 器 を 示 し て い る 。 遠 位
端 ８ と 長 円 形 部 分 １ １ と は 、 子 宮 ２ ４ 内 に 位 置 し て い る 。 電 動 ポ ン プ １ ８ が 、 リ ザ ー バ ２
２ 内 の 非 圧 縮 性 流 体 ２ ０ を バ ル ー ン １ ２ 内 へ 送 入 す る の に 使 用 さ れ る 。 流 体 は 、 ポ ン プ １
８ か ら 、 軸 ４ の 内 腔 １ ０ と 軸 ４ の 遠 位 端 の 開 口 １ ７ と を 経 て 、 バ ル ー ン １ ２ 内 へ 流 入 す る
。 ポ ン プ １ ８ は 、 麻 酔 な し で 患 者 に 過 剰 な 苦 痛 を 与 え な い よ う に 、 十 分 に ゆ っ く り と バ ル
ー ン １ ２ 内 の 圧 力 を 上 昇 さ せ る 流 量 で 流 体 を 送 入 す る よ う プ ロ グ ラ ム 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 あ る い は ま た 、 ポ ン プ １ ８ の 流 量 は 、 流 量 セ レ ク タ １ ９ に よ り 選 択 可 能 で あ る 。 流 量 セ
レ ク タ １ ９ は 、 ポ ン プ １ ８ か ら 離 れ た 位 置 に 配 置 し 、 例 え ば ケ ー ブ ル ２ １ 又 は 遠 隔 制 御 装
置 （ 図 示 せ ず ） に よ り 操 作 で き る 。 離 れ て 配 置 可 能 な 流 量 セ レ ク タ １ ９ は 、 患 者 が 制 御 で
き 、 こ れ に よ り 患 者 は 過 剰 な 苦 痛 を 覚 え な い 流 量 を 選 択 で き る 。 ポ ン プ １ ８ は 、 膨 張 中 に
バ ル ー ン １ ２ の 内 の 流 体 圧 を 測 定 す る 圧 力 計 ３ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 ポ ン プ １ ８
は 、 予 め 決 め ら れ た 圧 力 増 大 が 達 せ ら れ る よ う に 、 バ ル ー ン １ ２ へ の 流 体 送 入 を プ ロ グ ラ
ム 化 で き る 。 ポ ン プ １ ８ は 、 更 に 、 バ ル ー ン １ ２ へ 送 入 さ れ る 流 体 ２ ０ の 量 が バ ル ー ン ４
の 最 大 容 量 に 等 し く な る と 、 バ ル ー ン へ の 流 体 ２ ０ の 送 入 を 中 止 す る よ う に プ ロ グ ラ ム 化
で き る 。
　 バ ル ー ン １ ２ が 膨 張 す る さ い 、 バ ル ー ン １ ２ の 円 筒 形 部 分 と 長 円 形 部 分 と の 壁 厚 は 等 し
い の に 、 バ ル ー ン の 長 円 形 部 分 １ １ が 円 筒 形 部 分 ９ よ り 先 に 膨 張 す る 。 こ れ は 、 子 宮 ２ ４
内 に 位 置 す る 長 円 形 部 分 １ １ の 外 部 圧 力 が 、 頚 部 １ ６ 内 の 円 筒 形 部 分 １ １ の 外 部 圧 力 よ り
小 さ い か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ３ に は 、 バ ル ー ン １ ２ が 部 分 的 に 膨 張 し た 状 態 の 拡 張 器 が 示 さ れ 、 長 円 形 部 分 １ １ は
、 ほ と ん ど 完 全 に 膨 張 し 、 円 筒 形 部 分 ９ は 一 部 分 だ け が 膨 張 し て い る 。 こ の 時 点 で 、 バ ル
ー ン １ ２ は 、 矢 印 ２ ３ の 方 向 で 近 位 へ 移 動 さ せ ら れ 、 そ れ に よ り 長 円 形 部 分 １ １ が 内 子 宮
口 ２ ５ の と こ ろ に 留 め ら れ る 。 こ れ に よ っ て 、 確 実 に 円 筒 形 部 分 ９ が ほ ぼ 頚 部 内 に 位 置 せ
し め ら れ る 。 バ ル ー ン １ ２ の 膨 張 は 、 バ ル ー ン １ ２ が 最 大 体 積 に な る ま で 続 け ら れ 、 最 大
体 積 に な る と 、 円 筒 形 部 分 ９ が 完 全 に 広 げ ら れ 、 少 な く と も １ ０ ｃ ｍ 、 好 ま し く は １ ２ ｃ
ｍ の 直 径 と な る 。 頚 部 １ ６ が 完 全 に 拡 張 さ れ る と 、 バ ル ー ン 内 圧 は 、 １ ０ バ ー ル を 超 え 、
２ ０ バ ー ル 、 ３ ０ バ ー ル 、 ４ ０ バ ー ル の い ず れ か と な る 。 図 ４ は 、 バ ル ー ン ４ が 完 全 に 膨
張 し 、 バ ル ー ン ４ の 長 円 形 部 分 １ １ が 内 子 宮 口 ２ ５ に 留 ま っ て い る 状 態 の 拡 張 器 ２ を 示 し
て い る 。 バ ル ー ン １ ２ は 、 こ こ で 流 体 を 抜 か れ 、 拡 張 器 ２ が 体 内 か ら 引 き 出 さ れ る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ５ は 、 全 体 を 符 号 ３ ５ で 示 さ れ た 、 本 発 明 の 拡 張 器 の 別 の 実 施 例 を 示 し て い る 。 拡 張
器 ３ ５ は 、 拡 張 器 ２ と 共 通 の 特 徴 を 有 し て い る の で 、 類 似 の 構 成 部 材 に は 等 し い 符 号 を 付
し 、 改 め て 説 明 は し な い 。 実 施 例 ３ ５ は 、 ２ 個 の バ ル ー ン ３ ６ ， ３ ７ を 有 し 、 図 ５ に は 、
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こ れ ら が 膨 張 状 態 で 示 さ れ て い る 。 バ ル ー ン ３ ６ は 、 膨 張 状 態 で は 円 筒 形 を 有 し 、 バ ル ー
ン １ ２ の 円 筒 形 部 分 ９ と 類 似 の 寸 法 を 有 し て い る バ ル ー ン ３ ７ は 、 長 円 形 を 有 し 、 バ ル ー
ン １ ２ の 長 円 形 部 分 １ １ と 類 似 の 寸 法 を 有 し て い る 。 拡 張 器 ３ ５ は 、 図 ２ ～ 図 ４ の 拡 張 器
２ と 同 じ よ う に 使 用 さ れ る 。 両 バ ル ー ン ３ ６ ， ３ ７ は 、 軸 １ １ と 流 体 連 通 し て い る 。 バ ル
ー ン １ ２ の 長 円 形 部 分 １ １ に 関 し て 既 に 述 べ た よ う に 、 長 円 形 バ ル ー ン ３ ７ は 、 円 筒 形 バ
ル ー ン ３ ６ よ り 先 に 膨 張 す る 。 長 円 形 バ ル ー ン ３ ７ が 膨 張 す る と 、 軸 ４ は 、 長 円 形 バ ル ー
ン ３ ７ が 内 子 宮 口 に 留 ま る ま で 、 近 位 へ 移 動 せ し め ら れ る 。 軸 ４ は 、 ２ つ の バ ル ー ン ３ ６
， ３ ７ の 間 隔 に ほ ぼ 等 し い 距 離 だ け 、 軸 に 沿 っ て 遠 位 に 移 動 せ し め ら れ 、 こ れ に よ り 円 筒
形 バ ル ー ン ３ ６ が 頚 部 内 に 位 置 決 め さ れ る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ６ に は 、 本 発 明 の 拡 張 器 の 別 の 実 施 例 が 示 さ れ 、 符 号 ４ ５ で 全 体 が 示 さ れ て い る 。 拡
張 器 ４ ５ は 、 拡 張 器 ３ ５ と 共 通 の 特 徴 を 有 し て い る の で 、 類 似 の 構 成 部 材 に は 等 し い 符 号
を 付 し て あ り 、 説 明 は 省 略 す る 。 特 に 、 実 施 例 ４ ５ は 、 ２ 個 の バ ル ー ン ３ ６ ， ３ ７ を 有 し
、 こ れ ら の バ ル ー ン が 、 図 ６ に は 膨 張 状 態 で 示 さ れ て い る 。 バ ル ー ン ３ ６ は 、 膨 張 状 態 で
は 円 筒 形 に な り 、 バ ル ー ン １ ２ の 円 筒 形 部 分 ９ と 類 似 の 寸 法 を 有 し て い る 。 バ ル ー ン ３ ７
は 、 長 円 形 で あ り 、 バ ル ー ン １ ２ の 長 円 形 部 分 １ １ と 類 似 の 寸 法 を 有 し て い る 。 拡 張 器 ３
５ と 異 な り 、 拡 張 器 ４ ５ は 、 第 １ 内 腔 ４ ７ と 第 ２ 内 腔 ４ ８ と を 有 す る 軸 ４ ６ を 備 え て い る
。 第 １ 内 腔 ４ ７ は 、 近 位 端 ４ ９ と 、 円 筒 形 バ ル ー ン ３ ６ 内 に 位 置 す る 遠 位 端 ５ ０ と を 有 し
て い る 。 流 体 は 、 内 腔 ４ ７ か ら 、 軸 ４ ６ の 開 口 １ ７ ａ を 経 て 円 筒 形 バ ル ー ン ３ ６ 内 へ 送 ら
れ る 。 内 腔 ４ ８ は 、 近 位 端 ５ ３ と 、 球 形 バ ル ー ン ３ ６ の 遠 位 に 位 置 す る 遠 位 端 ５ １ と を 有
し て い る 。 流 体 は 、 内 腔 ４ ８ か ら 軸 ４ ６ の 開 口 １ ７ ｂ を 経 て 球 形 バ ル ー ン ３ ７ 内 へ 送 ら れ
る 。 内 腔 ４ ７ ， ４ ８ の 各 々 は 、 ポ ン プ １ ８ と リ ザ ー バ ２ ０ （ 図 2～ 図 ４ に 示 す よ う に ） と
に 接 続 さ れ て い る の で 、 バ ル ー ン ３ ６ ， ３ ７ は 別 個 に 膨 張 可 能 で あ る 。 拡 張 器 ４ ５ は 、 図
２ ～ 図 ４ に 示 し た 拡 張 器 ２ と 同 じ よ う に 使 用 さ れ る 。 特 に 、 長 円 形 バ ル ー ン ３ ７ は 、 遠 位
端 バ ル ー ン ３ ６ よ り 先 に 膨 張 で き る 。 こ の こ と は 、 図 ５ と 関 連 し て 説 明 し た よ う に 、 頚 部
内 で の 円 筒 形 バ ル ー ン ３ ６ の 位 置 決 め の た め に 行 わ れ る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ７ は 、 本 発 明 の 拡 張 器 の 別 の 実 施 例 を 示 す も の で 、 全 体 が 符 号 ５ ５ で 示 さ れ て い る 。
拡 張 器 ５ ５ は 、 図 ６ の 拡 張 器 ４ ５ と 共 通 の 特 徴 を 有 し て い る の で 、 類 似 の 構 成 部 品 に は 等
し い 符 号 を 付 し 、 説 明 は 省 略 す る 。 実 施 例 ５ ５ は 、 ２ 個 の バ ル ー ン ３ ６ ， ５ ７ を 有 し 、 該
バ ル ー ン が 、 図 ７ ａ に は 膨 張 状 態 で 、 図 ７ ｂ に は 非 膨 張 状 態 で 示 さ れ て い る 。 バ ル ー ン ３
６ は 、 膨 張 時 に は 円 筒 形 と な り 、 バ ル ー ン １ ２ の 円 筒 形 部 分 ９ と 類 似 の 寸 法 を 有 し て い る
。 バ ル ー ン ５ ７ は 、 膨 張 時 に は 長 円 形 と な り 、 バ ル ー ン １ ２ ｂ の 長 円 形 部 分 １ １ に 似 た 膨
張 寸 法 を 有 し て い る 。 バ ル ー ン ５ ７ は 、 非 膨 張 時 に は 、 弾 性 的 括 着 部 位 ５ ４ の と こ ろ で 軸
４ ６ の 周 囲 に 括 着 （ 押 え 付 け ） さ れ て 、 非 膨 張 状 態 の バ ル ー ン ５ ７ に は ２ つ の 別 個 の 膨 張
可 能 な 区 画 が 形 成 さ れ る 。 詳 し く は 後 述 す る が 、 内 腔 ４ ８ 内 の 加 圧 流 体 は 遠 位 の 区 画 ５ ６
へ の み 送 入 さ れ る 。 遠 位 区 画 内 の 流 体 圧 が 予 め 定 め た 値 を 超 え る と 、 流 体 は 、 詳 し く は 後
述 す る よ う に 、 遠 位 区 画 ５ ６ か ら 近 位 区 画 ５ ８ 内 へ 流 入 す る よ う 強 制 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ８ は 、 拡 張 器 ５ ５ を 装 着 し た 図 で あ る 。 図 ８ に 示 す よ う に 、 バ ル ー ン ３ ６ は 、 子 宮 頚
部 １ ６ 内 へ 、 ま た バ ル ー ン ５ ７ は 子 宮 ２ ４ 内 へ 、 そ れ ぞ れ 非 膨 張 状 態 で 軸 ４ ６ 上 に 収 縮 さ
れ た 状 態 で 挿 入 さ れ る 。 次 い で 、 流 体 が 、 軸 ４ ６ の 内 腔 ４ ８ と 開 口 １ ７ ｂ と を 経 て バ ル ー
ン ５ ７ の 遠 位 区 画 ５ ６ 内 へ 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 遠 位 区 画 ５ ６ の 膨 張 が 完 了 す る ま で 、 注
入 さ れ る 。 弾 性 的 な 括 着 （ 押 え 付 け ） 区 域 ５ ４ の た め 、 バ ル ー ン ５ ７ の 近 位 区 画 ５ ８ は 、
こ の 時 点 で は 膨 張 し な い 。 膨 張 し た 遠 位 区 画 ５ ６ は 、 内 子 宮 口 ２ ５ に 留 ま り 、 こ れ に よ り
円 筒 形 バ ル ー ン ３ ６ が 正 確 に 子 宮 頚 部 １ ６ 内 に 位 置 決 め さ れ る 。 近 位 区 画 ５ ８ は 、 い ま や
頚 部 １ ６ の 遠 位 端 内 に 位 置 せ し め ら れ る 。 こ こ で 加 圧 流 体 が 、 軸 ４ ６ の 内 腔 ４ ８ を 介 し て
円 筒 形 バ ル ー ン 内 へ 送 入 さ れ る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ ０ は 、 円 筒 形 バ ル ー ン ３ ６ が 膨 張 を 完 了 し た 後 の 拡 張 器 ５ ５ を 示 し て い る 。 こ こ で
、 追 加 流 体 が 長 円 形 バ ル ー ン の 遠 位 区 画 ５ ６ へ 送 入 さ れ る 。 遠 位 区 画 ５ ６ 内 の 流 体 圧 力 が
予 め 定 め た 閾 値 を 超 え る と 、 弾 性 的 な 括 着 区 域 ５ ４ が 拡 張 さ れ て 近 位 区 画 内 へ の 流 体 の 流
入 が 可 能 に な る 、 図 １ １ に は 、 バ ル ー ン ５ ７ が 完 全 に 膨 張 し た 状 態 で の 拡 張 器 が 示 さ れ て
い る 。 近 位 区 画 ５ ８ が 膨 張 す る こ と に よ り 、 頚 部 １ ６ の 遠 位 端 部 分 が 拡 開 さ れ る 。 球 形 バ
ル ー ン は 、 等 し い 材 料 、 等 し い 壁 厚 の 円 筒 形 バ ル ー ン の ２ 倍 の 圧 力 に 耐 え ら れ る 。 し た が
っ て 、 球 形 バ ル ー ン は 、 円 筒 形 バ ル ー ン に よ り 頚 部 に 与 え ら れ る 圧 力 の 約 ２ 倍 の 圧 力 を 、
頚 部 の 遠 位 端 部 分 （ こ の 部 分 が 拡 開 抵 抗 が 最 大 ） に 加 え る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 、 バ ル ー ン を 有 す る 拡 張 器 を 示 す 図 。 （ 実 施 例 １ ）
【 図 ２ 】 子 宮 頚 部 内 へ 挿 入 後 の 、 図 １ の 拡 張 器 を バ ル ー ン の 非 膨 張 状 態 で 示 し た 図 。
【 図 ３ 】 子 宮 頚 部 内 へ 挿 入 後 の 、 図 １ の 拡 張 器 を バ ル ー ン の 部 分 膨 張 状 態 で 示 し た 図 。
【 図 ４ 】 子 宮 頚 部 内 へ 挿 入 後 の 、 図 １ の 拡 張 器 を バ ル ー ン の 膨 張 状 態 で 示 し た 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 例 に よ る ２ 個 の バ ル ー ン を 有 す る 拡 張 器 を 示 す 図 。 （ 実 施 例 ２
）
【 図 ６ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 例 に よ る ２ 個 の バ ル ー ン と ２ つ の 内 腔 を 有 す る 軸 と を 有 す る 拡
張 器 を 示 す 図 。 （ 実 施 例 ）
【 図 ７ 】 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 例 に よ る ２ 個 の バ ル ー ン を 有 す る 拡 張 器 を 示 す 図 。 （ 実 施
例 ４ ）
【 図 ８ 】 図 ７ の 拡 張 器 を 装 着 し た 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ２ 　 第 １ 実 施 例 の 拡 張 器
　 ４ 　 軸
　 ６ 　 近 位 端
　 ８ 　 遠 位 端
　 ９ 　 円 筒 形 部 分
　 １ ０ 　 内 腔
　 １ １ 　 長 円 形 部 分
　 １ ２ 　 膨 張 可 能 な バ ル ー ン
　 １ ４ 　 収 縮 状 態 で の バ ル ー ン 直 径
　 １ ６ 　 子 宮 頚 部
　 １ ７ 　 軸 の 開 口
　 １ ８ 　 電 動 ポ ン プ
　 １ ９ 　 流 量 セ レ ク タ
　 ２ ０ 　 流 体
　 ２ １ 　 ケ ー ブ ル
　 ２ ２ 　 リ ザ ー バ
　 ２ ４ 　 子 宮
　 ２ ５ 　 内 子 宮 口
　 ３ ５ 　 第 ２ 実 施 例 に よ る 拡 張 器
　 ３ ６ 　 円 筒 形 バ ル ー ン
　 ３ ７ 　 長 円 形 バ ル ー ン
　 ４ ５ 　 第 ３ 実 施 例 に よ る 拡 張 器
　 ４ ６ 　 軸
　 ４ ７ 　 第 １ 内 腔
　 ４ ８ 　 第 ２ 内 腔
　 ４ ９ 　 第 １ 内 腔 の 近 位 端
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　 ５ ０ 　 第 １ 内 腔 の 遠 位 端
　 ５ １ 　 第 ２ 内 腔 の 遠 位 端
　 ５ ３ 　 第 ２ 内 腔 の 近 位 端
　 ５ ４ 　 括 着 部 位
　 ５ ５ 　 第 ４ 実 施 例 に よ る 拡 張 器
　 ５ ６ 　 遠 位 区 画
　 ５ ７ 　 バ ル ー ン
　 ５ ８ 　 近 位 区 画

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 3月 30日 (2004.3.30)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 体 内 経 路 を 拡 張 す る 拡 張 器 で あ っ て 、
　 （ ａ ） 内 腔 と 、 近 位 端 と 、 遠 位 端 と を 有 す る 細 長 の 中 空 軸 と 、
　 （ ｂ ） 該 軸 の 内 腔 と 流 体 連 通 す る 、 該 軸 遠 位 端 の バ ル ー ン と を 含 む 形 式 の も の に お い て
、
　 前 記 バ ル ー ン が 、 円 筒 形 部 分 と 、 該 円 筒 形 部 分 の 遠 位 に 位 置 す る 長 円 形 部 分 と を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 、 体 内 経 路 を 拡 張 す る 拡 張 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 バ ル ー ン が 、 ポ リ エ チ レ ン ・ ペ レ フ タ レ ー ト （ Ｐ Ｅ Ｔ ） 又 は ポ リ ア ミ ド で 形 成 さ れ
る 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 拡 張 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 更 に 、 流 体 を 内 包 す る リ ザ ー バ を 含 む 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た 拡 張 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 リ ザ ー バ が 非 圧 縮 性 流 体 を 内 包 す る 、 請 求 項 ３ に 記 載 さ れ た 拡 張 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 更 に 、 前 記 リ ザ ー バ か ら バ ル ー ン へ 流 体 を 送 る た め の ポ ン プ を 含 む 、 請 求 項 ３ に 記 載 さ
れ た 拡 張 器 。
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【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ポ ン プ が 、 予 め 定 め た 流 量 又 は 選 択 可 能 な 流 量 で リ ザ ー バ か ら バ ル ー ン へ 流 体 を 送
る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ５ に 記 載 さ れ た 拡 張 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 更 に 、 バ ル ー ン 内 の 流 体 圧 力 を 測 定 す る 圧 力 計 を 含 み 、 か つ ま た 前 記 ポ ン プ が 、 バ ル ー
ン 内 圧 の 予 め 定 め た 又 は 選 択 可 能 な 増 圧 速 度 を 達 成 す る よ う に 、 リ ザ ー バ か ら バ ル ー ン へ
流 体 を 送 る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ５ に 記 載 さ れ た 拡 張 器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ポ ン プ の 流 量 が 遠 隔 制 御 可 能 で あ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 さ れ た 拡 張 器 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 球 形 又 は 長 円 形 バ ル ー ン が 、 非 膨 張 状 態 の 場 合 に 、 軸 上 に 弾 性 的 に 押 え 付 け さ れ る
区 域 を 含 み 、 該 区 域 に よ り 遠 位 区 画 と 近 位 区 画 と が 形 成 さ れ 、 該 遠 位 区 画 が 第 ２ 内 腔 と 流
体 連 通 し 、 該 近 位 区 画 は 、 遠 位 区 画 内 の 流 体 圧 力 が 予 め 定 め た 圧 力 以 下 の 場 合 に は 、 第 ２
内 腔 と 流 体 連 通 す る こ と が な い 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ８ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 さ れ た
拡 張 器 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 体 内 経 路 が 頚 部 、 尿 道 、 血 管 の い ず れ か で あ る 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ９ ま で の い ず
れ か １ 項 に 記 載 さ れ た 拡 張 器 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 体 内 経 路 を 拡 張 す る 方 法 に お い て 、
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ ０ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 さ れ た 拡 張 器 の バ ル ー ン の 円 筒 形 部
分 を 経 路 内 へ 挿 入 し 、 バ ル ー ン を 膨 張 さ せ る 段 階 を 含 む 、 体 内 経 路 を 拡 張 す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 経 路 が 、 頚 部 、 尿 道 、 血 管 の い ず れ か で あ る 、 請 求 項 ２ ７ に 記 載 さ れ た 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 経 路 が 子 宮 と 連 通 す る 頚 部 で あ り 、 前 記 拡 張 器 が 、 円 筒 形 部 分 の 遠 位 に 長 円 形 部 分
を 有 す る バ ル ー ン を 含 み 、 前 記 方 法 が 、 子 宮 内 で 長 円 形 部 分 を 膨 張 さ せ た 後 に 、 頚 部 内 で
円 筒 形 部 分 を 膨 張 さ せ る 段 階 を 含 む 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 さ れ た 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 経 路 が 、 子 宮 と 連 通 す る 子 宮 頚 部 で あ り 、 前 記 拡 張 器 が 、 円 筒 形 部 分 の 遠 位 に 球 形
又 は 長 円 形 バ ル ー ン を 含 み 、 前 記 方 法 が 、 子 宮 内 で 前 記 球 形 又 は 長 円 形 バ ル ー ン を 膨 張 さ
せ た 後 に 、 頚 部 内 の 円 筒 形 部 分 を 膨 張 さ せ る 段 階 を 含 む 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 さ れ た 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 バ ル ー ン の う ち の １ つ 以 上 が 非 圧 縮 性 流 体 に よ っ て 膨 張 せ し め ら れ る 、 請 求 項 １ １
か ら 請 求 項 １ ４ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 さ れ た 方 法 。
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